
最近の報道から思うこと 
校    長 

 2学期がスタートしました。多くの子が、少し日焼けした顔に笑みを浮かべながら校門をくぐっ

ていました。保護者の皆様、地域の皆様におかれましては、学期始めから子どもたちの登校を見守

っていただき、誠にありがとうございます。子どもたちが日々安心して登校できるのは、交通指導

員、スクールガードの皆様が暑い日も悪天候の日もどんな時でも子どもたちを見守って 

くださっているおかげと、この場をお借りして感謝申し上げます。 

 さて、夏季休業中にふれた二つの報道について自分なりに思うことがございましたの 

で、今回は、そのことについてお伝えしたいと思います。 

 一つ目は、ある芸能関係の方の報道についてです。ＳＮＳでのＡさんの発信に対するＢさんのあ

まりにも心ない投稿が明らかになり、世間を騒がせることとなりました。投稿はすぐに削除され、

数日のうちにＢさんはＡさんに対して謝罪をしましたが、そこで収束とはならず、皆さんご承知の

結果となってしまいました。初めての報道からかなりの時間が経ちましたが、ネットニュースでは、

今でもこの方の話題が取り上げられています。 

 二つ目は、あるアナウンサーの方の報道についてです。こちらも連日メディアで取り上げられま

したので、ご存じの方が多いかと思います。ご本人としては、誰か特定の個人に向けて悪意のある

メッセージを発信しようとしたわけではなく、あくまでも自分が感じたことをダイレクトに発信し

ただけなのでしょう。しかしながら、ご本人が言葉を扱う仕事を生業としていること、ハラスメン

ト研修の講師などを経験していたこともあわせて、こちらも老若男女多くを巻き込んでの議論を引

き起こすこととなりました。根底にあるのは、メッセージの一部に特定の層を連想させる表現があ

ったことです。結果的に、お二方とも残念ながら今の自分のポジションを失うという最悪の事態に

発展してしまいました。 

この二つの事例からまず自分が改めて感じたことは、一度自分が発した言葉は決して消えること

なく一人歩きしてしまう、よって、その言葉を発したことがどのような結果をもたらすのかを想像

する力を研ぎ澄ませなければいけないということです。もう一つ感じたことは、一度の失敗が許さ

れない不寛容な社会にはなってほしくないということです。 

人間誰しも失敗をしますし、最初から過ちを犯そうとしている人はいません。人間は失敗から多

くを学び、そのことが人間としての幅を広げることにも繋がるのです。 

学校では多くの機会を通じて、言葉のもつ重みや、失敗を恐れずチャレンジすることの尊さなど

について子どもたちと一緒に考えること、すなわち豊かな心を育成することを大切にしています。 

上記の事柄は豊かな心の一部に過ぎませんが、豊かな心は一朝一夕で育つものではなく、長い時

間を掛けてゆっくりと、自然に染み込んでいくように育まれます。これからも、長期的な視野に立

ち、子どもたちの豊の心の育成に取り組んでまいります。 
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みんなが幸せな学校 
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 １ 日  

 ２ 月 

委員会⑤、あいさつ廊下歩行強化 Day 

あいさつリレー（４－１、３－１） 

防災教育指導週間（～６日） 

 ３ 火 教職員研修日②（午前日課、給食有） 

 ４ 水 

なかよしタイム④（中休み） 

教職員研修日②（午前日課、給食有） 

エスポラーダ出前授業（２年） 

ALT(中学年) 

 ５ 木 
避難訓練④（地震）､ALT(高学年) 

教職員研修日②（午前日課、給食有） 

 ６ 金 参観週間③（４年）、避難訓練予備日 

 ７ 土  

 ８ 日  

 ９ 月 参観週間③（５年） 

１０ 火 参観週間③（３年、５時間日課） 

１１ 水 参観週間③（１年）、 ALT(中学年) 

１２ 木 参観週間③（２年）、 ALT(高学年) 

１３ 金 参観週間③（６年、ひまわり学級） 

１４ 土  

１５ 日  

１６ 月 敬老の日 

１７ 火 ALT(高学年) 

１８ 水 滝野宿泊学習①(５年)､ ALT(中学年) 

１９ 木 滝野宿泊学習②･ﾊﾛｰﾐｭｰｼﾞｱﾑ(５年) 

２０ 金 
５年振替休業日 

一般教育実習最終日(8/27～9/20) 

２１ 土  

２２ 日 秋分の日 

２３ 月 振替休日 

２４ 火 
西山製麺所見学(３年)､ 

ALT(高学年) 

２５ 水 
なかよしスポーツタイム(中休み) 

ALT(中学年) 

２６ 木 
アイヌ出前授業（４年） 

ALT(高学年) 

２７ 金 なかよしスポーツタイム（中休み） 

２８ 土  

２９ 日  

３０ 月 クラブ⑤ 

スクールカウンセラー相談日（８・９月分） 

８月30日（金） ９：００～１２：００ 
９月６日（木） ９：００～１２：００ 
  13日（金） ９：００～１２：００ 
  17日（火）１３：００～１７：００ 
  20日（金） ９：００～１２：００ 
  27日（金） ９：００～１２：００ 
 
相談を希望される方は、教頭までご連絡ください。 

【西岡南小 ５８２－６３５０】 

後期用教科書配付について 
  

9 月２日（月）に、後期用教科書を配付します。

学年に配付される教科書は、以下の通りです。乱

丁などございましたら、担任へお知らせください。

なお、※印の教科書は、次の学年でも使用いたし

ます。 

1 年 国語（下） 

生活（下※）・図画工作（下※） 

2 年 国語（下）・算数（下） 

3 年 国語（下）・算数（下） 

図画工作（下※） 

４年 国語（下）・算数（下） 

5 年 図画工作（下※） 

（6 年生は、配付される教科書はありません） 

子どもの命の大切さを見つめ直す月間 

 夏休みが終わる８月後半から９月にかけては、

学校生活に悩みを抱える児童が不安定な精神状

態になると言われており、より一層、一人一人の

児童を見守る体制が必要とされています。札幌市

教育委員会ではこの期間を「子どもの命の大切さ

を見つめ直す月間」とし、命を大切にする指導の

充実を図っています。 

本校でも、１学期に行った「あったか見守り週

間」での子どもたちからの聞き取り情報や、夏休

み明けからタブレット端末による「朝の健康観

察」（シャボテンログ）を毎日行い、子どもたちの

心と体の健康を見守っていきます。また、道徳の

学習などで「自他の命の大切さ」について触れる

指導を行っていきます。 

ご家庭でもお子さまの豊かな育ちのために、改

めて関わりを深めてみてはいかがでしょうか。本

校ホームページ内「お知らせ」に、札幌市教育委

員会より発行されているリーフレットを３点掲

載いたしましたので、ご覧ください。 

①さっぽろっ子「学び」のススメ 

②かけがえのない子どもたちのために 

③子どもたちの豊かな育ちのために～子ども

の「自己肯定感」を高める大人の関わり～ 

家庭や学校以外にも、様々な相談先があること

を周知するために、１学期には４年生以上の子ど

もたちを対象に「相談窓口カード」を配付してい

ます。子どもたち一人一人が「自分が大切にされ

ている」と実感し、安心して過ごせるよう、子ど

もたちを見守っていきましょう。 

の行事予定 
※「８月の行事予定」については、前号をご覧ください。 
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